
        
            
                
            
        

    
	デッドエンドは子供の味方

	「俺の名はデッドエンド」

	 

	「びええええええ、えええええ、あええええええ!」

	スペルド族の村を探索していると、子供の泣き声が聞こえた。

	一体どうしたのだろうと思って近づいていくと、地面に座り込んで泣く子供と、オルステッドの姿が見えた。

	子供は、きっとオルステッドが怖くて泣いちゃったんだろう。

	可哀想に......特に何もしていないであろうオルステッドが。

	ほら見て、子供は「こいつのせいだ」って言わんばかりにオルステッドのマントの裾を掴んで離さスないし、泣き声を聞きつけたスペルド族の大人たちが、槍を片手に集まってきている。

	オルステッドは今にも食べてしまいそうな顔で子供を見下ろしているが、あれは困ってる時の顔だ。俺にはわかる。

	そんな子供を挟み、オルステッドと向かい合っているのは、俺も見知ったスペルド族だ。

	ルイジェルドである。

	おっと、こうなると分からなくなってきたぞ。

	子供からすれば、オルステッドもルイジェルドも同じぐらい怖いはずだ。

	はたして子供はオルステッドとルイジェルド、どちらを怖がって泣いているのか。

	ここはスペルド族の村で、子供もスペルド族だから、スペルド族に対して怖がっている可能性より、オルステッドに怖がっている可能性の方が高い。

	だが、ルイジェルド以外のスペルド族と何日も交流してみてわかったが、ルイジェルドはスペルド族の中においても、常に仏頂面で何を考えているかわからない、頑固者の怖いおじさんというポジションのようだ。

	となれば、ルイジェルドに怖がって泣いている可能性は十分にありうる。

	子供はオルステッドのマントの裾を掴んでいるわけだし、そちらに助けを求めているという構図だ。

	怖い大人とすごい怖い大人に挟まれて、より怖くない方を選んだってワケだね。

	まぁ、少なくともオルステッドはそうは思っていないようだ。ルイジェルドと二人、殺意満点の面で子供を見下ろしている。

	......そろそろ助けてあげよう。周囲のスペルド族たちも、どうしていいかわからない顔をしているし、誰かの助けが必要だ。

	「ちょっと!なに子供を泣かせているのよ!」

	そう思っていると、赤毛の女がズンズンと歩いてやってきて、オルステッドに詰め寄っていく。

	「何もしていない。俺にぶつかって転んだだけだ」

	と、言い訳をしたのはルイジェルド。

	「そうだ。ルイジェルドスペルディアが悪いわけではない」

	オルステッドがルイジェルドに助け舟を出している。これは珍しい光景だが、オルステッドはルイジェルドに対してかなり優しいから、きっとルイジェルドが悪くても擁護するのだろう。

	「......なんでもいいわ!ほら、行くわよ」

	「びゃああがあああああああ!ああああああ!」

	エリスが子供を抱き上げようとすると、子供は先程の二倍ぐらいの声で泣き出した。

	ま、子供からすればエリスだって怖いだろうよ。

	思えば、うちの子供たちはこうして理不尽に泣き叫ぶことは多くない。リーリャとかシルフィとか、そのあたりのあやし方が上手だからだろうか。

	本能的に、エリスが恐ろしくないことを感じ取っているのかもしれない。

	「な、なによ。そんなに泣くことないじゃない。えっと、もう......」

	それにしても、エリスは見知らぬ子供の号泣に、あたふたとし始めた。よし、今度こそ助けてやろう。

	「ほーら、どうしました~? 怖い大人ばっかりで怖かったでちゅね~。もう大丈夫ですよ~」

	俺は近づいていくと、子供の側にしゃがみこんで、にっこりと微笑みかけた。 こういう時は、精一杯の道化を演じることが重要さ。

	「う~......ぐすっ、ぐすっ......」

	子供は俺の顔を見て、ようやくマヌケな大人が来たと思ったのか、顔を歪めながらも泣き止んだ。

	俺はすかさず子供に対して両手を広げる。さぁ、もう安心だよ、俺の胸に飛び込んでおいで!

	「ビャアアア! ちゃああああ!」

	失敗だ。

	俺の笑顔の威力など、こんなもんだ。シルフィとかルーシーにやると喜ばれるんだが、ままならないものだね。

	「ちょっと、どうするのよ」

	「.......」

	エリスとルイジェルドが、助けを求める顔でこちらを見ている。なんか懐かしいな。昔、魔大陸を旅していた頃は、よくこんな状況に陥って、アイデアを出したもんだ。

	「わかりました。俺にいい考えがあります......」

	俺はそう言うと、泣き叫ぶ子供をヒョイと持ち上げた。

	子供はオルステッドのマントから引き剥がされ、この世の終わりのような声を上げる。

	オルステッドのマントに不気味な顔の模様が残ってしまったが、オルステッド自体のほうが不気味で怖いから大丈夫だろう。

	「ちょっと、泣いてるわよ!」

	「いいからいいから」

	泣かしとけばいいんですよ。こちとら悪意や害意は無いんですから。

	「ルイジェルドさん。この子の名前は?」

	「......ルイクリールだ」

	「家は?」

	「あっちだ」

	俺は困惑するルイジェルドに導かれ、子供を家へと帰したのだった。

	 

	子供を家に帰した時、その親にはなぜ泣いているかと事情を聞かれたが、そんなものの答えは一つ「転んで泣き出した」だ。嘘は言っていない。

	子供は家に帰り着くと、親に抱きついてグズり出したが、その頃には俺たちと一緒にいた頃の勢いは完全になくなっていた。

	俺を除く三人は、どうにも納得できないような顔をしていたが、

	「ちょっと、泣き止まなかったじゃない!」

	「俺たちが怖くて泣いてたんだから、俺たちからいち早く引き離してやるのが先決だろ?」

	「それはそうだけど......」

	「お前は」

	そこで、ルイジェルドがポツリとつぶやいた。

	「相変わらず頼りになるな」

	その言い方に、俺は懐かしさを憶えて苦笑した。

	「まぁ、任せてくださいよ。デッドエンドのルイジェルドが子供を泣かせた、なんて評判が立ったら、スペルド族の評判にも傷がつきますからね」

	「いいさ、スペルド族にその評判が立っても、誇りには傷つかん」

	「それもそうですね!」

	少しシャレになってないような冗談に、俺たちはひとしきり笑ったのだった。

	 

	その後、子供に泣かれてやや落ち込んでいたオルステッドを慰めたりもしたのだが、それはまた別の話である。
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